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転移 (verwey転移 )を起し,Tv以下の温度で活性化型の半導体の様相を示す(.1) マ
グネタイトでは室温付近で,Fe2十とFe3+が,良_siteと呼ばれる,酸素イオンによっ
て正八面体的に囲まれた隙間に,同数ずっ無秩序に分布している｡このFe2十とFe3十
の間の電子の移動が約 250β ~1cm~1という,他の酸化物に比べ大きな電気伝導度をもつ
原因となっており,Verwey転移は,この電子が秩序的な配例に変ったためであると考え
られている｡原子 siteの数に比べ移動し得る電子の数が少ない系では,単純なバンド理
論によると金属になることが期待される｡しかしながら,電子間のCoulomb相互作用が
重要な効果をもつ場合には,マグネタイ トの様な異常な伝導を示すことがMott(2)によっ
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